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4.4.1   検索画面と検索結果一覧

　図20はANにおける検索結果表示の一例である。検索項目に条件を入力して送信すると、ANが連
携している世界中の図書情報が、応答の速い順番で上から表示される。東近美と西美はおおよそ20番
以内には表示されているようであり、検索条件によっては10番以内に表示されることもある。表示され
ているレスポンスタイムには通信による負荷分も含まれており、日本とヨーロッパ間の通信帯域幅を考え
れば、応答時間の面では十分な性能を発揮しているものと思われる。
　なおANの検索結果における書誌情報は20件のみであるが、「More Matches」リンクを選択すること
によって、全ての結果を表示することもできる。図21は西洋美術館における検索結果の表示例である。
ページ送り機能を備え、検索結果の全件を閲覧することが可能である。全件表示画面は、AN側ではな
く、本連携システム側で生成している。

図20  artlibraries.net検索結果表示例
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図21  artlibraries.net検索結果表示例

4.4.2   各OPAC詳細表示画面へのリンク

　個々の検索結果にはそれぞれリンクが付いている。リンク先は連携元のOPACに関連付けられてお
り、書誌情報の詳細を閲覧することができる。図22は表示例である。海外からの利用を考慮し、各
OPACによる詳細表示はいずれも多言語に対応している。すなわちAN経由でのアクセスに対して、東
近美OPACでは書誌の詳細が英語版のインタフェースによって表示され、西美OPACでは、接続元の
環境に応じてインタフェースの表示が日本語、英語、中国語、韓国語に自動で切り替わるよう配慮され
ている。
　なお、検索結果には日本語が含まれている。これはANへの参加先行例も参考に、表示言語によって
検索対象を分けずに結果を返しているからである。連携当初はUTF-8マルチバイト文字の表示に完全
には対応していなかったようであるが、アジア地域で初めての参加を受け入れるにあたってAN側のシ
ステム調整が施され、現在は日本語の書誌情報も問題なく表示されている。
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図22  OPAC詳細表示例（英語）
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4.5   まとめと今後について

　東近美および西美の各OPACについて、統合データベースを軸とした図書情報連携サービスを構築
し、ANとの連携を実現した。10万件規模の書誌情報に対する検索要求を高速かつ安定的に処理する
ため、検索システムには実績のある連想検索エンジンGETAssocを採用している。公開開始以降、これま
でのところ安定稼働を続けている。外部連携用検索インタフェースは、図書情報検索における標準的な
プロトコルであるSRU等に対応したAPIを備え、AN以外の横断検索サービスへの対応も可能である。
　また連携元OPACから統合データベースへのデータ連携については、各OPACに対応した変換規則
を定義し、CSVファイルを介した自動連携を実現している。ただし実データの更新にはOPAC側の対応
が必要であり、完全な自動化にはいくつか課題もある。今後としては、連携先の拡充をふまえた自動更
新の確立、および、AN以外の横断検索サービスへの参加が望まれるところである。

（水谷長志／独立行政法人国立美術館本部情報企画室長、東京国立近代美術館企画課情報資料室長）
（川口雅子／国立西洋美術館学芸課情報資料室長）
（丸川雄三／国立民族学博物館准教授、独立行政法人国立美術館本部情報企画室客員研究員）
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